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ている最中であり それと並行して北大通沿いで改装する庖舗もある24) 1975年の土地利用を第 4
図に" 1989年のそれを第 5図に示し，両年次の業種別土地利用数を第 1表に示した.なお，第 1表で
は寄り合い百貨庖内のテナントは数えていないので後述する第4表以降におけるj苫舗数とは異なる.

































第 4図 到1路市中心商業地の土地利用 (1975年)
資料:聞き取り，住宅地図
1 .各撞商品小売業・専門店ピル 2. 買回品小売業 3. 最寄品小売業 4. 第 1種大
規模小売店 5. 歓楽施設 6.飲食庖・飲食活ピル 7. 宿泊施設 8.銀行・証券・






































業 干重 1975年(大規模小売庖) 1989年(大規模小売応)
各種高品小売業(寄合百貨庖を含む) 8(7) 8(8) 
呉服小売業 7 7 
男子flIz小売業 4 10 
婦人・子供服小売業 7 21 
靴・履物小売業 17 15(1) 
その他の衣料品小売業 13(1 ) 13(2) 
スーノマーマーケット 3 3 
ファーストフード1;5 。 5 
菓子・パン小売業 10 8 
その他の飲食料品小売業 44 34(2) 
家具小売業 4(2) 2(2) 
金物・陶磁器小売業 6 5 
家庭用機械器具小売業 10 5(1) 
医薬品-化粧品小売業 12 12 
書籍・文房具小売業 5 8 
スポーツ用品-玩具・楽器小売業 5 6(1) 
時計・眼鏡・宝石小売業 12 13 
花・植木小売業 2 6 
他に分類されない小売業 30 21 
喫茶庖・レストラン 29 30 
その他の飲食庖 377 274 
宿泊施設 12 7 
歓楽施設 34 22 
個人サービス業 29 15 
銀行・保険・証券会社 18 16 
その他の事業所 67 45 
駐車場・空き地・空き家 46 82 













指 1979年割合(%) 1988年割合(%) 1979-88応舗数変化率(%)
ノゴ\ニノJ 、九ゴニミ~ 18.45 17.49 -9.84 




51.80 51.27 -10.76 
42.95 42.67 -10.43 







































































































8( 36.4 %) 
15( 18.3%) 
9( 42.9出)
5( 26.3 %) 
1 ( 33.3 % ) 

















































































第 5 表廃業・新設);!_~Í'ìmの特徴 (1982-89年)
廃業);5舗j
合計. I 2人以下
79 I ] 






































業 種 本宿(割合) 独立応付近合)
本m北海道外本山北海道内 本J;~i斜路市支}苫合計(割合)
各種商品小売業 O( 0.0%) 。 2(40.0% ) 3( 60.0%) 
呉服小売業 O( 0.0%) 。 2(22.2%) 6( 77.8%) 
男子HIl小売業 3(13.6% ) 。 7 8(36.4 %) 9( 50.0%) 
婦人・子供Il日小売業 12(14.6% ) 8 15 24 47(57.3% ) 18( 28.0%) 
靴 Jl霊物小売業 9(42.9% ) 。 。 J ι、 3(14.3%) 8( 42.9%) 
その他の衣料品小売業 2( 10.5%) 1 5 7(36.8% ) 10( 52.6%) 
スー ノfー マーケ y ト O( 0.0%) 。 。 1(33.3% ) l( 66.7%) 
ファーストフードm O( 0.0%) 7 。 3 10(76.9%) 3( 23.1 %) 
菓子パン小売業 2(10.5% ) 。 5 6 1 (57.9 %) 4( 31.6%) 
その他の欽食料品小売業 8( 5.3%) 2 6 22 30(20.0% ) ]]1( 74.7%) 
家具小売業 O( 0.0%) 。 。 。 O( 0.0%) 2(100.0% ) 
金物・陶磁器小売業 1(16.7% ) 。 。 。 。(0.0%) 5( 83.3%) 
家庭用機械器具小売業 1(16.7%) 。 2 3(50.0% ) 2( 33.3%) 
医薬品 化粧品小売業 5(21.7%) 。 7 8(34.8% ) 10( 43.5%) 
書籍・文房具小売業 2(14.3%) 。 2 5(35.7% ) 6( 50.0%) 
スポーツ用品・玩具・楽器小売業 2(11.8%) 5 7(41.2% ) 7( 47.1 %) 
時計・眼鏡宝石小売業 6(26.1 %) 3 2 3 8(34.8% ) 8( 39.1 %) 
花・描木小売業 1( 9.1 %) 。 。 3 3(27.3% ) 6( 63.6%) 
他に分類されない小売業 8(24.2%) 3 3 7 13(39.4%) 12( 36.4 %) 















































開業年 70年以前 71-75年 76-80年 81-85年 86年以降 合計
独立j苫 76 11 87 46 10 230 
本 j苫 36 4 5 9 8 62 
支居(本庖北海道外) 。 6 9 3 10 28 
支j苫(本庖北海道内) 3 3 5 15 12 38 
支j苫(本)ð~lI路市内) 13 3 23 21 42 102 








第 8衰 弱1路市中心商業地での買物割合の変化 (1979年と1989年)
1979i:]三 1 989i~三
飲食料品 生鮮食料品 18.6% 
食器・金物・日用雑貨 一般食料品 14.5% 
日用雑貨 21.3話
j去療品・化粧品 28.6% 医療品・イヒ粧品 15.5% 
1ご有吉・シャツ・セーター 66.5% 実用衣料 39.6% 
呉J!i.洋Jl!i.コート・生地 75.9% 高級衣料 58.9% 
呉IJI~ .反物・寝具 50.] % 
服飾品・アクセサリー 54.3% 
靴・ハンドバ yク・身のmJりの品 76.6% 革ft.鞄 49.0% 
家具・家電製品 48.6% 家庭電気製J 27.6% 
家具・インテリア 40.9% 
書籍・文房具・スポーツ・楽器・ 64.8% 書籍・文具 33.3% 




































第10密 メッシュ 7JI小売業庖舗数構成比の変化 (1979-88年)
資料:商業統計
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Retail Change in the Central Shopping District of 
Kushiro. Hokkaido 
Katsuhiko NEDA 
The purpose of this study is to examine the “natural" dynamics of retailing -the unending 
sequence of store openings and closures - in the central shopping district of Kushiro between 
1975 and 1989. The city of Kushiro is an important government and retail center in the East Hok-
kaido. The results of this study are summarized as follows: 
1n 1975， large scale stores located at the front of Kushiro station on the north end and on the 
south end of the shopping district of Kushiro. Until 1989， two large scale stores had opened on 
the north end， and one large scale store had opened on the south end. By contrast， banks， other 
businesses， parking lots and vacant lands have increased on the part of the central shopping dis-
tnct. 
During the 1975-89 period， the survival rate of retail outlets in central Kushiro is 34.3%. 
Many survival shops have branch stores on the north end and on the south end of central 
Kushiro. The independent retailing recorded the highest death rate and the lowest birth rate. By 
contrast， the corporate and contractual chain stores recorded the highest birth rate. The number 
of retail births are slightly less than that of deaths， and the former's small store rate is less than 
latter's. So central Kushiro's chain store rate is nearly 50% in 1989. 
